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１．日本動脈硬化学会が高ｺﾚｽﾃﾛｰﾙ血栓の基準を『220以上から240以上』に変
更する
２．1993年に健康診断を受けた97.000人（40～79歳）で心筋梗塞やｶﾞﾝなどで
の総死亡率は ｺﾚｽﾃﾛｰﾙが240以上の人の方が160以下の人より少ない（筑波大学
発表）
３．脳神経細胞新生には女性ﾎﾙﾓﾝが関与している（ﾌﾟﾘﾝｽﾄﾝ大学発表）
   （女性ﾎﾙﾓﾝの原料はｺﾚｽﾃﾛｰﾙでｺﾚｽﾃﾛｰﾙはﾌﾞﾄﾞｳ糖から体内で作られます）
４．新生した神経細胞は学習を続けないと死滅する（ﾌﾟﾘﾝｽﾄﾝ大学発表）

上記は今年1月の「学習とｺﾚｽﾃﾛｰﾙ」でお知らせした主な無いようです。
今月は再びｺﾚｽﾃﾛｰﾙについての情報です。

以下は東京新聞1991年12月23日の記事からです。

ｺﾚｽﾃﾛｰﾙ減らして予防…逆に心臓病死増加『危険な医学常識』と英紙が報道
22日付英日曜紙ｻﾝﾃﾞｰ・ﾀｲﾑｽﾞは一面ﾄｯﾌﾟで心臓病予防の鉄則といわれてきた 食
事療法などによる血中ｺﾚｽﾃﾛｰﾙ削減が、実はこれまでの医学常識とは逆に 心臓病
死を増加させることが長期に渡る追跡研究結果から判明したと報じた。

…　このﾃﾞｰﾀは来月発行される英医学専門誌ﾌﾞﾘﾃｨｯｼｭ･ﾒﾃﾞｨｶﾙ・ｼﾞｬｰﾅﾙに発表さ
れるという
これについてｻﾝﾃﾞｰ･ﾀｲﾑｽ紙は「（濃度が高くなると心臓病などの原因になるとい
う）」 ｺﾚｽﾃﾛｰﾙ理論は単なる間違いであるにとどまらず危険」という証拠を提示
していると述べている。

この発表はﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞの医師らが以下の条件にあうﾍﾙｼﾝｷの実業家1,200人を 15年間追跡調査
した研究発表を基としています。

①血中ｺﾚｽﾃﾛｰﾙ値か血圧が高い
②一日に煙草を10本以上吸う肥満者

Aｸﾞﾙｰﾌﾟ（600人）
・食事療法や薬剤投与によるｺﾚｽﾃﾛｰﾙ削減集中治療を５年間実施
    食事療法の内容
     …ｺﾚｽﾃﾛｰﾙ・ｶﾛﾘｰ・ｱﾙｺｰﾙ・砂糖の摂取削減と 植物油（特にﾘﾉｰﾙ酸）の摂取で
す。



Bｸﾞﾙｰﾌﾟ（600人）
・それまでの生活を変えないまま15年追跡調査

調査開始後五年内の死亡率はAｸﾞﾙｰﾌﾟの方が高い（Bｸﾞﾙｰﾌﾟの2倍）
さらに15年間の追跡調査では、
Aｸﾞﾙｰﾌﾟは67人死亡（うち心臓病死34人）に対し Bｸﾞﾙｰﾌﾟでは46人死亡（うち
心臓病死14人）であった。

ﾋﾟｰﾀｰ･ﾆｸｿﾝ博士（英国）はｺﾚｽﾃﾛｰﾙとｽﾄﾚｽの関係は以下の様に言われています。

「血中ｺﾚｽﾃﾛｰﾙの増加は精神的・肉体的ｽﾄﾚｽに対する身体の自然な反応で それ自
体で心臓病を引き起こすわけではない。
かえって食事療法などでは患者のｽﾄﾚｽを増す結果に終わっているのではないか」

私たちの体内では一日に約2,000mgのｺﾚｽﾃﾛｰﾙが肝臓・皮膚で作られ 生体膜・副腎皮質ﾎﾙﾓ
ﾝ・性ﾎﾙﾓﾝ・ﾋﾞﾀﾐﾝDの材料となります。
また、全身のｺﾚｽﾃﾛｰﾙの25％が脳に存在しています。
食品中のｺﾚｽﾃﾛｰﾙが吸収される量は300～500mgでそれ以上は吸収されません。

卵はｺﾚｽﾃﾛｰﾙを多く含みますが、それが健康上の問題になることはまずありえません。
毎日良質ﾀﾝﾊﾟｸである卵を安心して食べましょう。


